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二々メイガ幼虫体液の泳動蛋白について（予報）

達　山・和　紀（檀物病学研究室）三　浦 正（応用昆虫学研究室）

　Kadzulnor1TATSUYAMA　and　Tadash1MIURA
On　the　proteins　detected　by　paper　e1ectrophoresis

　　1n　the　bヱood　of1arv－ae　of　r1ce－stem　borer

　疾病の現象を解明するために，病原菌（例えば糸状菌，

細菌，ウイルス）におかされた感受体（suscept）（例え

ぱ高等動物，植物，毘虫等）の生理状態を知る事は，疾

病の防除，治療，或いは，逆に病原歯を天敵と考える場

合はその効果の解析等に極めて重要な事であ・る。

　最近，蛋白質，アミノ酸，糖その他いろいろの物質の

分離定量に，濾紙を使つた電気泳動法が用いられている

が，筆者らの直接関係している植物病理学，応用昆虫学
　　　　　　　　　　　　　（3）
の分野に限つても，例えぱGrayの檀物ウィルスに関する
　　　　　　（4）
研究，又，辛井の檀物ウイルス病診断への応用，或いは，．
　（5）　　　（1）

小松，鮎沢らのカイゴ血液蛋白の分析等報告されている

が，糸状菌におかされた感受体の蛋白等についての報告

はすくない。

　ニカメイガ幼虫の天敵として黄きよう菌が野外におい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
てかなり高い割合で寄生活動を行つでいることは深谷な
　　　　　　　　　　　　　　　（7×8〕
どによつて一般によく知られ，三浦は黄きよう菌を接種

したニカメイガ幼虫の外観的な変化を詳綱に観察してい

る。‘

　筆者らは，黄きよケ菌の侵害をうけたニカメイガ幼虫

の生理的変化の一つとして，体液蛋白の消長を，濾紙電

気泳動法によつて追せきしつつあるが，その一部分とし

て，健全なニカメイガ幼虫の体液蛋白について得られた

結果を予報として報告する。

　泳動試料は／958年11月，稲刈株から採取した越冬申の

ニカメイガ幼虫の俸液をそのまま用いた。畔動は4時間

常時0．51mA／cmの定電流を流し，試料は東洋漉紙No．5／

（24×18cm）を用い（枠部の長さ／6cm）q極側から3cm

の個所に0．01m1宛並列に添加した。緩衝液はベロナー

ル緩衝液（PH＝8．6，μ＝0．1）を用いた。尚対照として，

健全なうさぎ血清を同時に泳動した。泳動終了後一の輝紙

は1％Brom　phen0工b1ue（Hgc12飽和）で染色後，05％

酷酸で脱色し，風乾後パラフイン（m．P．60．C）で透明

化し，デンシトメーターによつて第／図のような曲線を！

得た。

鮎沢（1）は卵アルブミIン，血液アルブミン，小麦アルブ

ミンを対照としてカイコの血液蛋白を泳動させ，原点に

止まる分劃及び移動する分劃2～3をみとめ，塩折処理等

の実験を加えて此較した結果，易動度の最も大きい分劃

をアルブミンと判断し，又，グdブリンが原点部に止ま
　　　　　　　　　　　　　　　（9）
つていると考えている。叉，佐々木らは塩折によつて，

カイコ血液の蛋白を7つの分劃に分け，又，別に電気泳動

によづて2つの分劃に分けて一つはアルブミン，他の／

つはグロブリンであると報告している。

　筆者らがニカメイガ幼虫の体液を泳動させた結果では

風点1戸とどまる分劃と，㊥極へ移動する3つの分1劃計4つ

の分劃をみとめた。原点にと㌧まる部分は，体液をその

まま用い㌃仁め・件液申の有形成分の吸着もあると考え

られ，黄きよう噛におかされたニカメイガ幼虫において

は，とくにこの吸着量が大きい。

　うさぎ血清の泳動のアルブミンに相当する泳動分劃は

二化めいが幼虫の体液申に存在しない。ニカメイガ幼虫

体液の泳動図の各分劃は，うさぎ血清g，α2グロブリン，

βグロブリン，プグロブリンとほゾ同じ位置にみとめら
　　　　　　　（5〕
れる。これが小松らのカイコ血液におけるL皿，皿分劃

と同じものかどうカ），、これらの定性については，尚他の

方法もあわせて実験し検討する必要がある。
　　　　　⑩　山本，一達山は，馬鈴妻塊茎に疫病菌を接種し，又，近
　（6）

藤らは大豆にこうじ菌を働かせ，共に，菌の作用によつ

てそれぞれの構成蛋白の或ものが消化されやすいことを

みとめている。黄きよう菌を接種したニカメイガ幼虫に

ついては目下実験をす㌧めており，罹病によ？て各々劃

に増減のおこるこをみとめているが，実験個体数がすく

ないので，まだ一定の傾向を得るにいたらない。本報と

してあわせ報告したい。

　本実験を行うにあたり，植物病学研究室山本教授，応

用昆虫学研究室近木助教授，島根療養所申島技官，鈴木

技官の助言をいたゴいたことを感謝する。
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　　The　present．Paper　dea1es　lwith　the　res－　　　By　the1nYas1on　of　Isar1a　far1nosa

u1ts　of　the　wr1ter’s　exper1ments　on　the　　（D1ck．）Fr．，the　quant1ty　of　these　prote・

prote1ns1nc1uded．1n　the　b1ood，of1aryae　　1ns　were11ke1y　to　change，but　present
of　rice－ste皿borer．・4fraction　of　proteins　　w1th1n　the111mt　of　the　wr1terヲs　exper1皿ents

were　recogn1zed－1n1t　under　o．5mA／cm　　the　def1n1te　tendency　was　very　d．1ff1cu1t

for4hours　us1ng　Verona1buffer　so1ut1on．　　subject　to　grasp．

（PH＝8．6．10n1c－strength＝O．1）
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Fig1 η　　6．　4　　2　，00pt1ca1dens1ty　Curves　of　the　prote1ns　mc1uded－m　serum
of　rabb1t　and　b1ood．of1arvae　of　r1ce・stem　borer


